










市 かJIわi 博ひろ ゅ之・
歯 学 博 士



















また神経ペプチドの一つである血管拡張性小腸ペプチド (VasoactiveIntestinaI Polypeptide， V I p) 




バ処置後のCA蛍光， V I P及びSPについて調べ，これらの種々の神経連物質が舌の発生のどの段階
で現われ，神経や血管の発生とどのような関係をもっかについて検討したものである。
実験にはddY系成熟マウス及び胎生12，14， 16， 18， 20日マウスの舌を用いた。なお胎生マウスの
臼齢は腔栓を確認した日を胎生1日として計算した。
ChE染色には各時期の舌或いは頭部をそのままカルシウム ・ホJレ"71)ン (8aker)に40Cで一晩漫
漬し固定後，水洗し， OCTー コンパウ Yドに包埋して， 20-30μmのクリオスタット切片を作製して，
Karnovsky -Roots法を施した。











またL-ドーパ処置後のCA蛍光， V 1 P様免疫活性， S P様免疫活性は舌内部に観察できなかった O
胎生14日になると舌の左右両側には舌尖に向かつて分校しながら矢状方向に走行する神経線維東やこれ
らの神経線維東に伴走する血管が出現する。 ChE活性やLードーパ処置後のCA蛍光はこの神経線維














パ処置後のカテコールアミン， VIP，SPについて神経組織化学的方法により調べたものである O こ
れらの神経関連物質の出現様式は舌内における神経節，神経線維束，血管の形成や発育と密接な関係、を
もっていることが明らかとされた。
このことは，舌内神経節の機能的役割について新しい知見を加えたもので価値のある業績であると認
める O
よって本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める O
